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ペア ご 和 宿泊 ギフ ト 券 「 和 AA スト レレ ショ ン 李 」 は 
北海 道 か ら 沖縄 まで 厳選 し た 
9 の ル とる と | だき リル る 5:: き の 当り /y/ck こ 1 
お ふた り 様 で ご 宿泊 で きる 一 泊 二 日 の ギフ ト 券 で す 。 







リニュ 75E コ リリ ゴリ 上 ュ 記 

基 行 日 志 よ ぜ 有 有効 限 は ベス ト セ モレ ケ ショ ン 李 ギフ ト 短 理 面 を ご 確認 
く 定 きき いい 。 

吉 べ ベア ご 宿泊 ギフ ト 券 「 ペ スト セレ ケシ ジョン 極 」 は 本 冊子 「 ご 利用 の ご 案 
内 」 に 記載 され て いる ベスト セレ クシ ョ ン 極 専用 プラ ン の ご 利用 の み 
に ご 使用 いた だ け ま す 。 ペ スト セレ クシ ョ ン 予 約 デ スタ に て あら か じ 
め ご 予約 くだ さい 。 (2 ペー ジ を ご 参 昭 く だ さい 。 ) 

予約 の な い 「 ベ スト セレ クシ ョ ン 極 ギフ ト 券 」 を 直接 宿泊 施設 へ ご 持 共 
され て も ど ご 宿泊 は で きま せん 。 

名 当 旋 客 室 が 満室 の 場合 、 己 希 望 に そそ え ない! 場合 が ご ざい ます 。 

婦 お 食事 は 、 旅 館 ・: ホ テル に より 妨 - 朝 食 付 と 朝食 付 が ご さい ます 。 詳し く 
は 各 ベ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

着 現金 と の お 引換 え 、 他 の ギフ ト 券 また は 他 の 金 種 へ の 交換 は で きま せ 
ん 。 ま た 、 返 人 金 また は 釣 紅 は ご ざい ませ ん 。 








香 次 難 、 紛 失 ま た は 焼失 ・ 破 損 - 滞 失 等 に 関し て は 、 当 社 は その 責任 を 仙 
いま せん 。 

急 お 申込 み 後 、 お 客 様 の ご 都合 で ご 宿泊 を 取消 され る 場合 、 ま た は 宿泊 日 * 夫 
泊 施 設 の 変更 を ご 希望 され 場合 有 交 期 根 内 (宿泊 日 基準 ) に 限り 、 宿 泊 
予約 を 取り 扱 つ た 店 舗 の み で ど ご 対応 させ て いた だ きま す 。 た だ し 、 取 消 料 の 
か か る 時 期 に お きま し て は 、 規 定 の 取消 料 を を 別 才 ご 策 算 い た だ 書 ます 。 

急 オ ペー ジ の 「 ご 利用 の ご 案内 」 、 8 ヨ 3 は オペ ー ジ の 「 ご 旅行 系 件 和書 」 に 、 
詳し い ご 案内 が こき いま す 。 お 申し 込み いた だ く 前 に 、 庄 当 す る 旅館 
ホテ ル の ペー ジ と あわ せ て 必ず お 読み くだ さい し い 。 

者 | ご 利用 の 選 案 内 」 は 2021 年 10 月 現在 の 情報 に 基づい て 作成 され 
て お り 、 記 載 内 容 は 予告 な く 変更 され る 場合 が ご さい ます 。 

震 | 利用 の ご 案内 」 に 記 暴 され た プラ ン の 誠 定期 間 は 022 年 月 
31 日 宿泊 まで で す 。20Z2 年 4 月 1 日 以降 の ご 宿泊 に つき まし て は 、 
egU2 ら 2 年 1 月 以降 に ホー ムペ ー ジ に て 選 確 認 い た だ く か 、 ペ スト セレ ク 
ショ ン 予 約 デ ス ツ ま た は お 近く の 店 舗 べ お 問い 合わ せく だ さい 。 
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こ 和 宿泊 キ フ ト 芳 1 人 ペスト セレ ワ : ピピ. ン 李 "の こ 利用 方 法 


eS ギフ ト 苦 番号 
3 生生 7 本 =] 
ベス ト セ レ ケ ショ ン 極 [ 5* Oo の 「 面 | ( 二天 要 


ーー 議 記 ーー ' ' | 直志 し _ 。 | |OGOO 年 00』 00。 
ニン [=ー… リー ギフ ト 姜 番号 イー | ーー ビデ 志す かい 





ペスト セレ クシ ョ ン 予 約 デ スッ 分 070・064-783 
本 営業 時 間 . 10:0 口 -1 た DU 月 一 外 曜 日 ※ 土 日 ' 邊 日 "年 末年 帆 [12『 日 = 1 所 } 休業 を HP 電話 は ご 利用 で きま せ ル 。 
@ 往 類 公 また は 「 極 」 フト 基 番 号 人 有期 了 ( キ フト 券面 に 記載 ) を お 伝え くだ さ 
種類 「 優 」 ま た { フ “ フト 券 裏 面 に 記載 ) を お 伝え くだ さい 。 ig 
六 ご 項 望 の 奏 泊 日 の 10 日 草 ま で に ご 予約 くだ さい 。 (この 時 点 で は 人 予約 と な り ま す ) 近畿 日 本 ツー リス ト 


(2 ギフ ト 券 の ご 郵送 uu グル ー プ で 予約 


予約 後 す みや か に 「 ペ スト セレ クシ ョ ン 極 ギ フト 券 ] を 専用 封 黄 に て ご 送付 くだ さい 。 お 近く の 近 弟 日 本 ツー リス トク ルー プ 
『 上 記 ギ フト 勢 到着 後 正式 予約 と な り ま す 。 (下記 雪 昭 ) へ 「 ペ スト セレ ケシ ョ ン 極 ギ 
アト 等 ] を お 持ち に な り 、 ご 希望 の 宿泊 

mt 施設 ・ 宿 泊 日 を お 伝え くだ さ し い 。 
2 ン 予 約 デ スタ より ご 論 泊 の の 10 目前 に な り ま し た ら 「 最 縮 上 日程 表 」 埋 お 送り させ で て 係員 より 「 最 終日 程 到 | を お 渡し し ます 。 


ご 宿泊 
「 最 輸 日程 表 」 を チェ ッ カ イン 時 に 宿泊 上 能 設 に お 層 し くだ さい 。 記 「 ペ スト セレ ウタ ショ ン 必 ギフト 等 | を 直接 宿泊 施 証 へ どど 持 博 さ れ で 名 習 泊 は で きき 計 世 上 志 。」 


電 WW: 1 ln レ 店 合い 二 来 店 に て 選 予 的 され 如 需 合 は 、 上記 を 著 画 くだ さ し い 。 
議 日 本 ツー 7 ご う テ , 放 ! 店 舗 へ 電話 で と 予約 され る 場合 は 、「 ペ スト セレ ケシ ョ ン 帖 ギフ ト 共 」 を ご 
4 コミ レン スム ョ リル 3 シル 店 舗 一 覧 の 上 、 お 手 二 き くだ さい 。 「 ベス ト セ レク ショ ン 予約 デス ク 専 用 穫 剛 は 利用 に 
池 演 江 は 人 肖 で 章 所 の の 夫 堆 させ て 請 き ます 。 韻 寺 日 . 営 宣 時 間 は 各店 舗 
1 ご 本 に に 1 1 較 壮 
[ 敵 導 | 札幌 支店 TEL_O11-221-5489 の 44 ト TELD6D359- ト 2| に 上 り 軸 な り ます の で 、 大 変 お 手数 で す が 右記 二 次 元 パー コー ド よ り 店 仁 索 
有楽 町 営業 所 TE.03-3216-5921 20 し て いた だ き 直 す よう 、 お お 願い 申し 上 げ ま す 。 


[ 且 知 ] 名 古屋 中 央 営業 所 TEL052-541-8686 - 理 多 岩 前 httpgs://tampo.Knt.Co.j/ 











還 京 駅 間 辺 アマ ン 東 京 13.14 


3 ザ : 力 ハラ ・ ホ テル リゾ ー ト 棋 浜 1 中 20 












邊 根 小 浦 國 天 敬 23.24 


者 古屋 マリ オッ ト ア ソ シ ア ホ テル 33-34 








波谷 セル リア ンダ ロー 東 了 ホ テル 呈 6 
畔 千 王 革 き ホテ ル 和 粒 山 荘 東京 了 B 
較 赤 陸 青山 ザ - キ ャ ピ ビ ト ル ホ テル 東欧 "10 
目黒 ” ホテ ル 雅 外周 東京 11-12 


| The Okura TokYo 1 王 15 
柄 浜 直子 上 ル ニ ュ ー ダ ラン ド 1 の 1H 


部 販 笠 シェ ラ ト ン 都 ホ テル 東京 21.27 


昌明 
小川 屋 FE:| 
刀 四 山 素 圭 層 ed0 


志摩 観光 ホテ ル ザ ペ ベイ スズ イー ト 31-3g 


ウェ スネ ティン 都 ホ テル 京都 35.36. 


















| 測 志 当 球 ザウ ィ ン ザー ホテ ル 主 華 り リゾート & ス 63.64 
| oil 委 岳 接 NOGUCHI 画 錠 65.65 
困 錠 HOTEL&SPA キ セッ チュ リー マリ ー ナ 本 基 67.68 
| 札幌 札幌 プリ ンス ホテ ル 6970 








三 提 京都 ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 京都 皇 所 
清 氷 寺 " フォー シー ズン ズ ホ テル 京都 3940 
に フォ ショ ン ホ テル 京都 中 1 
選者 コー 43.4 
や 音 欄 ” W 大 阪 。 4546. 
天 計 - 鞭 / 定 帝国 テ 上 ル 天 阪 47.4B 
本 町 セン トレ ミユ ホテ ル 大 阪 。 物 *50 揚 天 | 提訴 付近 ーー テクト 二 了 1:7 み 2 
大 阪 駅 午 填 イッ ダー コン チ ネ ンダ ル ホ テル 大 阪 51.52 
有馬 局 東 有馬 則 泉 連 山 53.5 
有馬 過 点 中 の 坊 環 区 55.56 
球 長 ”。 】JW マ リオ ッ ト - ホ テル 奈良 5758 








( 放 RWIAEMITUE POURT IRONNALTTr7B 
ザ ・ プ セナ テラ ス 7-80 
ホテ ル シ ギ ラミ ラー ジュ 182 





| 広島 市 内 リー ガロ イヤ ル ホ テル 広島 5.60 
香 2 閉 洒 且 近 童 ”。。 612 


EEiP さ の 
題 い と 寛ぎ の お 宿 全 39 軒 





内 スト セレ ショ ン 極 ご 利用 の 案内 





rlir』E: 着 上 1 ニラ ルル ャ エ : 素 1 上 上 に | 

斉 各 合 寺 ・ ホ テル に より 陸 外 日 が ご ざい ます 。 碗 龍 ・ 市 子 ル の 投 定 本 み 1 日 覆 を ご 覧 くだ さ し 1。 

咽 お 申し 込み に つい て 
野 少 届 行 人 員 2 名 。 1 室 に つき お と な 32 名 様 で お 申し 込み くだ ささ し 1。 匠 し 、 内 泊 議 設 補 宿 
販 プ ゴラン に より 、 お 子 様 が ご 利用 いた だ けなし いしい! 場合 が ザビ ざし いい ます 。 ま た 、 宿 泊 能 受 に よ 
リー 部 ご 爾 泊 い た だ だ け な い 設定 除 計 日 が ご ざい いま す 。 

画 能 行 代 闘 に 童 ま れ 才 名 中 
旅行 民 茹 に は 宙 泊 費 (1 泊 に つき 再 食 付 齋 一 部 博 食 付 )・ 剛 費 税 等 諸税 ( 宙 泊 科 男 講 
癌 と な 宮上 施設 の 宿泊 税 も 難 お )- お も て な し が 難 ま れ て お り ま す 。 

一 吉 宿泊 衣 醒 : ホ テル の お も て な し は . お お客 様 の 都合 で ご 利用 に な らら な し 場合 で も 選 返 全 
は し た し ませ 上 妃 。 

| ド --| 1mmlPr 
こ 加 能 行 で は 衝 乗 員 は 同行 いい た し 直せ 貞 。 
弄 客 欄 に 衣 行 サー ビス 中 理 伺 在 受 ける た ぬ に 認 要 な 最 綻 日 表 、 ウ アー ポー ン 捧 枯 を お 選 し し 
ます の で 、 旅 行 サ ービス の 提供 を 受け る た 中 の 手続 き は お お 客 様 ご 自 自 で で 行 コ て くだ さい 1。 

| 上品 に 昌 1 ! Lirmelhra 
掲載 の お 料理 号 真 は 一 合 で す 。 宿泊 日 や 上 人 数 に より 、 和 料理 内 容 : 栖 等 が 異な る 場合 が ご 
ざし いい ます 。 廊 事 会 場 は 剖 旅館 市 テル に より 禁 灯 と させ て し いい た だ いい て し い 全 場合 が ご ざい 
寺 す 。 ま た 、 補 食 場所 が お 部 屋 食 の 坦 合 . お 申し 込み 人 還 野 に より 、 廊 事 場 所 が レス トラ 
…: 広 較 等 に 変 要 に な 名 場合 が あり ます 。 年 末年 始 半 間 は 、 掲 本 さ れ て いる 笠 理 内 容 と 
は 異な り 、 専 用 メニ ュー と な る 場合 が ザ が ご ざい ます 。 

| 31memlRrq 
和室 また は 和洋 室 己 判 用 の 場合 、 報 民 の 上 げ 下 げ は セル フサ ービス と な る 場合 ザ が ご ざい ます 。 

| Fri. 1 ニ 1FoelPi 
難 宿 折 館 壮 ・ ホ テル の お 恒 避 は 、24 時 間 入 深 可 能 場 合 で も 掃 時 間 団体 質 切 時 間 
は 入浴 で きま せ 貞 。 ま た 、 任 切 量 呂 の ご 利用 で ご 利用 状況 に より ご 希望 中 時 間 に 送 えな 
し ! 場 合 お よ げ お 断り する 場合 が ご ざい ます 。 





※ 語 の 部 合 で . 男性 是 后 に 女性 モデ リル 友 入 治さ せる ポジ (写真 ) を 了 コ 場合 が 吉 あり ます 。 
また 、。 女 性 モデ ルル が 掲 玉 時 に ダ オ 由 を 同 い て 治す 二 場 合 が あり ます が . 実 際 の ご 入浴 
に は タマ オル の ご 重用 ほお 秩 計 くだ きじ し!。 

立 旅 配 ・ 市 テル の 部 合 で . 臨 晴 に 男性 用 - 女 性 用 在 入 れれ 替え る る 場合 が あり ます 。 

画 遂 内 利用 穫 * 刑 引 鞭 に つい て 
電話 代 . マ ッ サ ー ミ 7 代 . コン パイ ニオ ンー 代 な ど 立 正 欠 に あたる も の に は . ご 利用 いた け 圭 
せん 。 選 利用 に 在 王 存 か っ た 刊 用 等 の 返 靖 また は 区 続 は ご ざい いま せ 貞 。 

お お も て な し に つい て 
特に 記載 の な い 場 合 、 吾 宿 哲 旅 遂 ・ ホ テテ 比 の コロ ント に て お 枯 し と な り ま す 。 

補 率 國 子 「 選 利用 の ご 案内 ] に 記 寺 され て いい る 選 も て な し の 内容 等 が ご 提 洒 計 れ な し ! 幼 台 
は . 愉 泊 旅 詞 : ホ テル に 申し 出 て で く 症 さい 1。 

| le 1 leEIBrq 
当 パ ン フ ルッ ト に 記 電 男 音 施 語 の 営 還 日 - 営 業 詩 間 ・ 剛 釜 ・ 儲 場 は 子 告 な くく 変更 と な る 場 
台 ザ ご ざい ます 。 ま た 、 状 混 に より 体 業 と な る 場合 が あり ます 。 詳 し く は 係 園 に お 開 し 1 痛 
わせ くだ さも 1。 

| bd= ビ 1 ミロ =lme1PTS 
「 価 前 日 ] 報 日 - 振 替 休日 の 前 日 お よび 土曜 日 
「 価 日]=「 休 前 日 JE! 計 の 日 曜日 お よび げ 祝 日 振 琶 価 日 
「 平 日 ]「 休 前日]「 価 日 1 以 中 の 月 一 多 曜 日 

そ の 他 
ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施 役 や 入場 人 毅 の 情報 は 営業 晴 間 、 剤 場所: 内容 ・ 
時 間 、 入 治 坦 所 ・ 時 間 、 プ ー 屯 営業 ・ 岩 間 、 送 迎 ・ 時 間 な どど 予告 な くく 変更 と な っ コ た り 、 サ ー 
ビュ ス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が ザ が ご ざい 1 二 了 す 。 


| 2 日 目 | 突 泊 誠 誤 ・ ホ テル 出発 ※ 各 自 チェ ッ フ アウ ト く だ さい !。 
再 ホ テル に 上 っ て 信吾 井 許 下 両 責 ます 。 各 テル 本 ご 覧 て だ きい しい 。 


旅行 日 竹 











放 選 泉 を 使っ た | や に も ィ FE モ 下 者 家族 や ブルー プ で | 軒 地 内 に PP】 パー また は 
lg] 大 党 場 が {一 部 、 慢 提 で は な し 1 r 電 人 使用 で き 必 席 急 履 曲 に ミ From 4 ワウ ラプ ま た は 

) FE モリ | に pr 上 ( 宮 族 量 呂 ) が あり ます 。 プー ル が あり ます 。 ーー 阿 酒 屋 が ちり ます 。 
内 馬 理 ルー ム 品 吾 椅 子 用 中 客 窒 に po 電 フロ ント で 手話 に よる 対 語 が で きま す 。 特 導 機 付き トイ レ 専用 駐車 場 が 
ご ーー 。 間 振 二 可能 ( 要 予 約 再 | (予約 に より 対応 の 場合 も ご ざい ます ) が ありま す 。 あり ます 。 





| 市 テル ル 飼 が 壮 館 禁 電 と な ます 。 
人 全員 笑 と な り ま す | (gm ほ ス ペー ス が ある 二 も ご ざい ます 。) 


主 宣 馬 吉 と な り ま す | ふ て の 本 宮 が 計 健 で す 。 








客 密 〔( キ ンダ ) の 一 全 [ 貞 551 
エグ ギク ティ プラ ウン ジ を は じ め 、 東 京 - 渋 谷 を 一 望 す る 糧 く 夜景 を 眼下 に 望み な が ら 美 尊 に 親しむ バー、 
5 過ぎ ゆく 時 を 忘れ て 寛げる ラウ ンジ な ど 、 ホ テル に ご 洛 在 し な が ら ゲ ダル メラ イフ も ご 堪能 て だ きい 。 











記 宮 宣 〔 定 過 ) 


rf トビ 村 サ イン 1 


8 は 5ー 麗 呈 m. 3 拓 ・37 諾 


J 由 ロ 』 | 


Pl コ | 


ネト イセ 計 キ ーッ ダ ( 基 エダ ザ 
人 


避 公 催 デ マッ ピ ュ (エア ゼタ ティ アプ す 語 に 当 1 


国 廊 事 両 容 { 堺 志 ) 


較 チ ェ ッ テゴン 1dHN 還 チ ェ ッ テ 


咽 滑 まで 紀 棄 通 


生 細 波 癌 駅 


エー デア ギ アテ ィ ブ プロ デコ ー す メイ エー! 


| 


アー ィ ャ ア アロ アコ ニー ザ ず ヌ ゴー 


了 T 上 15 


寺本 下記 章 き 幕 


首部 訓 連 3 呈 線 高樹 町 出口 か ら 事 で 生 10 委 


画 設 定 隊 時 卓 


時 ロ mi = ー 
託 菌 日 召 ま ば 1 肖 


I2723-2495 で 0 2 年 1 こき 


呈 日 - 傘 日 計 しい 1 生 1 に 9 


本 巡 円 旬 設 間 3 


の ビー 


1 Se 衣 mr PP | 事 1 ェ が 本 か エー 
世 由 (上 護 生還 昌 】 は 『 | 還 』 特 月 で 舞 笠 


妊 生 手配 と 在り 寺本 。 


= 


2 


ーー 
上 km Pi し mi 品 還 昌 


さながら 森 の よう な 歴 園 で リフ レッ シュ 。 都 今 で あり な が ら 5 高層 ビル 街 に は な い 開 放 感 と 静 け ら を ご 提 能 いた だ け ま す 。 








ーー 


(者 ) 早 稲田 ・ 高 田 最 場 


ホテ ル 椿 山荘 東京 


1 泊 朝 貸付 





還 笠 宣 〔 定 自 ) 
キュ ッッ トイ fr 付 ツイ デ テ ( は 省 ) ププ ョ オム プア ビ ミア ガー デ ッ 
ネイ ー ト (ImF キ ー ュ =) 相 m 降 開 ." 正 雷 
バネ ー イ オビ 村 キ ンダ (2 品 ) アテ イム アレ ミア ガー アッ 
ネイ オー トペ マッド ルー ミニ) 昭 可 。 医 間 本 理 
較 寺 事 円 写 ! 増 所 ) 
制 真 : 箇 定 衣 また は デア デュ ェ リカ ンー アレ ッ ア ゴ テ ィ ー ネ エト 
【「 吉 陣 き まき 万 ば 「 イ 年 テイト ロ ] ] 
癌 博 高 内 鶴 ・ 場 所 は 当量 選 観 
党 | す テイト | 本 0 1UF3 
田 ェ エッ テオ ンー ]15dN 園 ナ ェ ッ テア ウト. 1 
画 所 記 ま で 本 詳 通 
理 京 メ E ロ 有 鞍 町 線 下戸 川重 lm ョ 出口 直 能生 で 移 10 和 
首都 高 連 5 号 補 條 線 早 情 田 ラ デブ 1I ビ か ら 症 で 境 呈 圭 
対 評 了 計上 日 SOGI 年 1273031 82 年 1] 一 3 


較 委 中 馬 語 間 3 四則 中 ず f |w | =」 1 本 机 剖 | 全 守 殿 と 生け ます | 


| 画 ( 槍 泊 昌 が 。 証 生日 また は 縛 央 記 普 上 日 提 3 昌 以 内 可 睦 在 で | 
な 語 選 に テー キ 1 つ を ご 用 意 
党 ご 福井 5 旧 蘭 ま で 功 映 子 町 
友 山 者 に つき 10mU 円 分 配車 テ ルカ ャ ジット (1 宇 3 拓 利用 時 で 
UN 円 全 ) を ご 用 意 | 
| (テル 匠 内 員 ビ スト ラー* テ ョ ッ プ アユ スー 等 で ご 前 用 いた だ け ま 本 す ) | 


1 1 抽 宙 を キー サー ビエ に 想 現 癌 葉 





me 





品 層 階 に 位置 する ケラ ププ ロア を ご 用 意 、27 階 の ラウ ンジ | The Capitol Lounge SaRyoh | で 、 
8 糧 ぬ めく 東京 の 夜 早 を ご 覧 いた だ き な が ら 覧 ぎの ひと と き を お 過 ご し くだ きい 。 





ET 





(東京 者) 近 阪 ・ 青 山 


ザ ・ キ ャ ビ ト ル ホ テル 東急 
馬 nmrtti 詩 


遼 笠 室 ( 証 中 ) 
rr メ ネット オビ 装 キー デ (9 独 ] デア エエ デビ カテ ォ デ ユイ ゴート 10HLTm- 夏 量 側 
ザー2 旬 陸 ." 吾 坪 

食 事 円 尉 {場所 」 
制 契 : 箇 定 頁 また は 畠 條 (オー ャ デイ 7 イニ ンダ 「 ロ REGATMTH」 
また は ダラ ザ す 邊 デジ ) 
豆 真 事 向 奪 - 昌 所 は 骨 昌 選 所 
半 か ラプ ア ー ザ サッ ァ デ 割 長 は 圭 - 昌 上 赴 旨 の か 昔 業 

還 チ チェ ッッ イー 1 還 オ ェ ッッ テウ ト 。 13mT( 末 芝 1 

較 お 診 ま で 証 通 
東京 =F ロ 部 庫 媒 " 南 区 電 選 瑞 山 駆 、 
千 尼 団 護 ・ 丸 本 円 報 国 苔 語 車 管 前 駅 か 5 生地 で 順番 唱 日 直 希 。 
首部 高 連 需 起 関 IC か 呈 車 で 有 重 等 

国 設 定 際 誕 日 521 年 12731 呈 年 ZI5 


"are 国師 


硬 1 ホテ ャ 特製 オ ャ ゴー ル 1 守 に つき 1 倒せ ご 用 意 
は ケラ デフ ブロ ア 特 典 ご 用 意 


- 才 の ー ジ 円 で チェ ッ タ イン ーー チェ ッ タ アサ 上 可能 
Er 

* 駐 車場 "ビー パー キン ッ ゲ サー ゼネ ご 基 用 可能 (1 憲 に つき 1 台 } 
・ プ レネ サー ビス ネ を ご 利用 可能 (1 海 在 に つき 3 著 ま で ) 

デー ロジ デュ ェ 、 ビデ 上 ご 糧 用 可能 ! ゴ ー ダ ャ 牙 せ ) 
本杉 テー イ 上 再 倒す 証 1 


HLLLET TI 馬 IIIIHLLHHIHHHIIEI 


に し 、 還 お 部 順に ウェ テル カム ブ エー ツ ご 用 意 。 












【 
W ay | に 
間 得 rkEg 上 代 旧 四川 ロ ーー"EITUn5 [ 


(MOE dE キト 
全 室 サウ ナ : ジ ェ ッ トバ パス を 完備 し た スイ ー ト ルー ム や 、 宿 泊 の お 客 様 専用 の ウエ ゲ ゼ クティ プラ ウン ジ で ゆっ た り と 癒さ れる 斑 福 の 時 間 を 
お 過ごし くだ さい 。 ホ テル 館内 の アー ト を 楽し め る | 雅 寂 園 ア ー ト ツア ー」 も ご 用 意 し て ます 。 






ーー 


い CK) 上 時 


ホテ ル 雅 寂 園 東京 


尊 朝 食 付 





ーー キー ューー テー 
ュー・ sm = 
ー+ ニー ロ - 


ーーーーーーー 
ュ ュ ーー 


較 寄 室 ( 室 月) 
バエ イレ 寺 キ ー ダ (8B 基 )。 租 収 較 メ オー ト [新華 」 4 
ンティー ビュ ー.# 了 .。 吾 細 
で トイ ビ 村 "ゴン E 者 ) 葉 唐 間 ヌ ス イ ー ト 「 謀 酸 1 40 本 
ンティー ピュ ー.。 音 阿 整理 
還 衣 事由 富 【 電 所 」 
害 | 食 : デ ーッ ブ ェ 
[1 搭 ビ ユエ ト ター Tew LnmeTira 5T 山 人 氏 貞 愉 貞 HE て EEE 民 貞 E 
(7 - 1 中 (前 装 和 店 10HO)) 
室 廊 事 場 症 は 変更 呈 可 態 性 
還 オ ェ ッ ケイ ンー 1EHD 還 チ ェ ッ ケア ウト 。 1 
圏 お 清き まで 本 忘 通 
間 日 潮 駅 征 目 で 多 3 埋 
(IR 旧 時 駅 東口 か 人 通 百 到 ・ 定 時 運行 
部 高 較 号 麻 目 央 ラテ アプ か 上 車 で 的 引 
ET 日 OH 年 15 23ー31 8 年 1 キー は 3 は /19 一 すき 1 


国 本 内 語調 se | 加 


中 
王 
エ 








男 い 奏 泊 旧 芝 誕生 昌 蘭 下 紅 向 本寺 看 下 お 韻 時 に ギフ ト セ ご 
用 意 ! 事 前 下 再 | 
さり エア ピタ ティ ザラ ウッ ダ 証 ご 利用 で きま す 。 
は 詳 肖 者 限定 [本 引 園 デー ト テ アー」 装 。 
| ISE 年 ( 暗 再 3 年 】 弄 委 四 来 . 大 切 に 贅 きれ て いら 線 区 
埋 華 な 諾 休 曲 国生 ャ を 、 デュ ト キト サー ビュ ユネ ユネ タップ 本家 屋 付 き 下 
ご 業 門 いた し まず , ゴ 























er Ei RI」 に 


ーー デー oe * 
大 都会 の 中 心 に 位置 する 伝統 文人 比 E 革 新 に 条 ら れ た 天空 リア ー ト 。 
日 本 降 園 を 標 し た が ザー デン ラウ ンジ で 、 お 共 の 生 演 奏 を お 楽し みい た だ け ま す 。 





い 東京 者 ) 東 京 駅 周辺 





画 符 宣 ( 定 上 ) 
トイ ピ 本 キ ンダ は 名 ) ネオ イー トー 章 141 一 146mW お 護 上 
メイ ピ 村 ツ fB 者 ) メイ オー トー 次 1ー1 才 本 下村 民 上 
較 廊 事 内実 (場所 ) 
拓真 : ア メリ カン プレ ビッ アワ ビィ スト また は 和 電 誤 (ネトラン:fc30 一 IE3) 
誤 事 内 容 ほ 当日 選 択 
堂 制 次 古 埋 隊 再 誠志 生 ー ニ サー ビュ ネエ を 呈 場 苔 村 抽 還 まず 。 
較 キ ニュ イン IE 詳 チ ェ ッ ュ ッ テット IP 
還 お 富 ま で の 安 通 
車 京 メ ka 遇 拘 内 絆 - 東 両 線 - 千 穫 思 細 - 半 電 門 株 . 都 営 地 下 三 田 較 
長手 町 駅 直 周 。 
首部 高 連 施 心 同 抽 線 晶 庫 テッ アプ か ら 車 で 香 I0 号 
田 設 定 艇 件 日 091 年 19730-31 229 年 1/1-3 


EMR 村 計 回 か リー rr テテ 詳 還 カーザ PS 


F 


ほ ィ | の トン | 


1 ーー 


ーーーー テ ーー ーー ロ い 


』 
| (所 由 旧 直 柚 年 旧 も L4( は 精 量 記 款 且 の 前 艇 7 日 良 内 功 填 在 で 1 | 
、 導 呈 に 1 つ 、 ア ニ バ ー サ リー アメ ニテ ィ を ご 用 意 
芝 本 昌 イ ミ ーー アデ ーー た 和則 アデ ョ ッ ト 生 呈 貴 峠 隅 可能 
矯 寅 内 ミニ パー の ツラ トド リン タ 利 用 可能 朱 ア マン 東京 オリジ ナル 
デジ ュー ユネ お よび アテ エ ョ ー エ を 隙 バ 


3 邊 


oo 
EE 
6 


発生 手配 と な り ま す 。 


HOEEmm 


「 間 





37 階 か ら 40 階 まで の オー クラ プレ ステージ タ ワー 上 悦 階 に 佐 置 L、 
機能 性 と 居住 性 を 追 来 し た り ビ ンダ に 開放 感 の ある ベッ ドル ー ユ を 偽 え た スイ ー ト ルー で す 。 





デー 





(東京 都 ) 弄 ノ 門 


The OKkura lokyo 
ー 


較 寒 室 ' 定 上 員 ) 

ュー ト ゴ オビ 寺 ォ ンー ビ 則 1 デビ レビ エ テー ジ 太 mp 一 - 計 デ エゴ ー ト 
10Nm 本 一 4 避 晴 
較 誤 事 内 等 【 場 所 

制 食 : 和 定食 また は で オキテ ゲ ま た は ば は そ 人 務 

(アレ スネ チー ジョ pー ロ 同 | キー キッ ド 」 ま た は へ り チ ー ジ ガイ ンプ | 軸 山里 」3 た は 
「 ルー サー ビエ ] | テラ プラ デ デビ 」 ) 

近 再 真 内 鶴 ・ 場 所 ほ 選 目 ( 当 日 志 果 本) 
較 チ ェ ッ タイン 15 較 チ ェ ッ テア ウト 15 
較 お 酒 ま で の 交通 

事 京 メ F ロ 日 比 容 上 / 門 に と 宮 駅 か 5 丁目 で 絢 品 中 
目 郭 高 連 遂 十 忘 隊 1 選 か ら 遇 で 状 き 生 


era kl 還 2 店 マビ 


l 生 


| 


を 


暗 和 初期 に 誕生 し た 策 浜 唯一 の 止 続 派 タ ダラ ジッ クタ ホテ ル 。 


本 館 は 横浜 市 認定 歴史 的 建造 物 、 経 済 産業 省 が 選ん だ 近代 化 産業 遺産 の 認定 を 受け て いま す 。 





( 婦 奉 用 県 ) 模 浜 


ホテ ル ニ ュ ー グ ラン ド 


| 1 泊 夕 食 付 


| 語 守 環 暫 引 三 前 
ュー ュ ト ゴビ 村 ネ ゴー デイ デル ほ 震 」 で ーー 本 
ゲキ ンド ケラ ププ コロ アプ 中 ミ エヌ オー トワ オン pH 17F- 碧 理 
次 ご 番 望 に 吊 じ て mmーー も ご 擬 両 可能 正す, 
呈 証 事 円 吾 【 壇 所 ) 
タ 査 ジェ ラフ お まかせ コー ネー 昌 上 の レス トラ ンー 
1 フレッ キワ ルコ ー ユ TFP リン タ ( 肌 NM 呈 1 オロ サー 前 生 半 「 キ ーッ ル マン ゴ 
寺 補 音 時 間 は 基本 7 時 0 容 。 宰 更 埋 流 画 昌 合 直接 に エト ラン に ご 
確認 * だ さい 。 (Tn45HER1.1EH1) 記 胡 は F ド ビエ コー ギ お りす 
容 補 條 ば は 10 時 二 沿 の お 平 様 員 ご 邊 用 は ご 電 雇 いた だ いて お おり ます 
制 食 : 肖 食 も yh( き mp 一 芝 司 隊 「 キ テキ ーー ギィ 
剖 緊 草 事 琵 証言 等 の 前 臣 に より . 菅 業 時 間 下 提供 内 暫 . 提 供 再 誌 
に 軍 忘 あ る 可能 性 世 ご ざし ます 
較 キ ュ ュ ウォ ンー 1H 較 キ ェ ッッ アテ リト 1HH 
還 お 民 ま で の 交通 みな E み ちい 纏 元町 中 攻 貞 駅 か 中 短 遇 で 交 3 守 、 
1 番 出 口 よ ! 証 本 で 交 1 生 . 背 都 高 軍 症 新山 下 IC か ら 車 正 条 呈 生 
設定 際 如 日 。 潮目 お よ げ ば 28GL 是 In]6-55・3 ロ は 1。 
117-13・20 7 19/18ー は 1 


9092 年 1/1 一 3.9.19-23、9/5-97.3/19.26 


Pe ] に 。 as 


| HEEL HP 本 革 4 P 押し 『 半 わ [ 
選 | 曽 埋 品 1 申 四 回 


ーーーーーrr 
ュ 


『 1 


男 MIIKTIMIO ロ TDD テ ュ ニ ティ モッ ト を ご 用 意 (= ェ イ テ 攻 上 と し ・ 採 画 料 * 
E 峠 率 : 森 時 き りー 上 ) 





ホス ビタ ダリ ティ と 現代 の 美意識 が 融合 し た 新た な お も て な し と 持 福 の ひと と き を ご 堪能 くだ きい 。 





me 





9 を 上 ) 柄 


Te 」 


ザ ・ カ ハラ ・ ホ テル & リ ゾー ト 


横浜 





較 客 室 (定員 ) 
ネート オビ 村 サ イン は 拓 )。 還 - 調 m 生 エイ オー ト 。 絢 10Bー119rm 
な と あらい エリ アテ 人 。 本 麻 以上 吾 煙 
rf ユイ ピ 付 キン ダグ 1 は 独 】 カハラ メイ オー ト 交 10mー119m 
か En エロ コテ 個 旨 隊 中 上 。 球 
一條 事由 容 【 電 所 ) 
開 | 攻 電 定 商 ビュ トラ デジ) 
<:f ゴリ アテ 料 理 (ビュ トラ テテ] 
プッ ブ ェ 【 要 登場 】 
和 次 抽 真 ほ :…H は h、 当 時 . 選 所 可 。 
較 チ チェッカ イン ErO 較 チ ェ ッ ア テウ ト 。 1EP 
む 指 まで の 定 通 .。 みな と な から いい 紹 古 な と あな い 駅 か ら 計 季 で 絢 き 分 
折 人 癌 車道 な 上 あら 時 下車 
己 設 定 除 汗 日 202T 年 51 2092 年 7l*3 
| IEEL 


< 3 2 w 中 HEMT が 全角 抽 条 た な り ま す | 


お も て な し を 演出 。 上 
電動 カー テン と EW ペ ベー シン 等 、 ゆ と 0 の ある 空間 で 、 非 日 常 的 な ホテ ル ラ イフ を お 楽し みく だ きい 。 








( 東 京 都 ) 息 移 


ジェ ラ ト ン 郡 ホ テル 東京 





較 客 室 ( 定 目 ! ーー テー トイ ビレ 情 マ イー 9 省 ) プレ ミア ニコ フロア THE LUE 
ゲ ュ ニテ エネ イート | BEPmi 。 11 陵 ま た は 132 遍 卓二 
ュー トイ ビ 層 キャ ダ ( せ 拓 ) プア ビ ミア コロ テア THE CLLH デ ュ ニ アテ エイ ー 
ト 。 WP 1 護 ま た は ば は 12 麻衣 雷 

画 食 事 同 怪 【 場 所) 朝食: 和 ま た は 捧 定 食 (1 階 「 カテ ェ カ リフ ォ キ ニ 了 ] 
また は ば は 17 階 ジ ュ ラ トッ タマ アラ ザッ デ また ば は エ キー サー ゼ 呈 ) 
束 刺 條 は 当 昌 届 所 可 
剖 朴 蛋 に よ 開 儲 提 供 山容 、 時 間 等 世 放 更に な る 日 合志 りほ 二 巧 で 

調子 年 に 問い 合わ せい だ さき いい 。 

較 キ チェ ッ ピ イン 15 還 ェ ッッ テウ ト 13 

還 お 慌 ま で の 到 通 東京 =F ロ 線 白 含 至宝 か 前 昌 下界 』 写 。 
自 滞 高 幅 駅 去ら 誌 下 で 交 5 全 (TE 目 是 琶 か ら 退 通 有 有 "定本 運 折 
首部 語 連 号線 日 肌 き ァ ア 出口 証 軸 で 暫 は 生 

訟 語 隙 針 目 。 21 年 12731 宮 字 年 1 ロー 

較 地 円 馬 設 


[| は 還 た み 正 J|| 生 000 皿 ( 経 辻 
= で ca w ] 『 平 時 性 日 邊 拍 限 室 の お を で な し 時 。 握 香 ) 


HLEEELEHLEE: 上 EEEEILEELEEHILUEILEIIIEJI 


男 ( 中 テ チエ 節 内 で 刊 用 で きる あー デット ( お 1 上 欄 に つき 5 円 写 1 二 
ご 用 意 ( 導 共 中 本 章 用 品評 
gm 駅 庫 帳 ロー キテ ル 則 手中 きみ 一 代 加 人 闘 キ ー ビ ェ 
1 宣 に つき 上 上層 1 NO 円 . チェッ テ ゴビ 時 に ピロ ンー ト に 軍 取 書 古 
| お お 林 し だ きい 。 
は き 馬 暫 場 ご 利用 可能 (通番 1 吉 OOO 中 醒 世 』 コ 


本 ど ェ トン ケタ ラプ ラサ ンジ が 利用 で きま す 紗 生 手配 と な け 詩 写 。 
















川 lr 


ーー | MM 





年 て の 客室 に 良 賢 な 小浦 倫理 提 を 楽し め る 露天 風呂 を ご 用 意 。 
2 自 昧 と 温泉 が 一 体 と な っ た 大 溶 場 ( 表 午 の 間 ) や 、 名 ロ の 食材 を 使用 し た お 料理 を お 楽し みく だ きい 。 


1 





( 神 泰 中 県 ) 小浦 谷 温 朱 


MP wtr 』 


稲 根 小 清 園 大 悠 





較 客 室 (定員 ) 。 露天 出品 Pf ビ 革 客 事 g 基 j 
特別 客室 和幸 山 7 本 
一人 衣 訓 内容 ( 昌 所 」 
7 臣 : ロ ロー チェ テ 和 の ピュー ジョ ンコ ロキ オー【 較 再 中 1 ( 吾 部 司 ) 
割 真 : 邊 定 次 ( お 部 団 ) 
衝 チ ェ ッ ケイ ィ ン 時 に 選択 
較 チ チュッ クォン IP00 還 ナ ェ ッ テテ ウ リト 11100 
較 刀 庫 ま で の 定 通 
中 田 草 販 策 根 得 主 駅 より パス ユ で 約 3H 條 。 表 台 * ユ 相 下 陳 、 旬 映す ず 
〔 融 机 登山 釣 道 運 維 駆 まり 刻 理 考 相 ( 入 回 デ キト!F オ 江 ) 


MM の il つい 


| 人 本 大 と せり ます | 


ーーーー ーー 


店 映 


国 い 去 普 場 大 座 イレ テ ブ ィ ニ ティ ュー (13 招 王 ) 主 急 此 淀 可能 
補 商 時 お 部 旦 に 南 続 ユメ コータ リン ゲロ イン 1 本 ご 有意 


記 昌 1 


器 生 手配 と な り ま す 。 








5 NN と 


明 館 が 誇る 最上 級 の 客室 、「 青 寺 荘 」。 部 尾 名 は すべ て 源氏 物語 か 6 引 用 し 、 建 具 は 四季 折々 に 衣替え 致し ます 。 
示 「 葵 の 問 」 「 夕 顔 の 問 」 に は 、 天 然 温泉 の 野天 風呂 を 完備 し て お り ま す -。 





レー 


| 呈 下 
き | 


臣 


1T。 
Ir 間 


5 


Ke 前 本 っ 一員 品評 








咽 守 宝 【 定 箇 ) 
路 捧 風 上 ・ で エト イド 本 和 宣 層 者 】。 青 晶 斗 茶 本 財 
I0 峡 +8 過 3 財 。。 堅 咽 全 1 コ 護 .。 禁 坪 
中 天風 呂 ・“ エ トイ ピ 財 相生 (は 若 )- 青 喘 壮 ダ 豆 本 間 
は 和合 財 1 内 。 性 園 内. 1 階 。 器 埋 
田 全 事由 容 【 坦 所) 
名 席 : 邊 衣 芸 也 「 青 届 填 麦 定 公 面 」( 香 8 晶 証 吾 太尾 ) 
軍 食 : 科 補 信 ( 記 部 層 1 
較 チ ュ ェ ッ クィ イン 1 還 和 キュ ッッ テウ トー 11Hm 
田 お お 論 ま で の 棄 通 
現 高 山 線 下品 駅 か 年 陳 で 約 4 写 
【 下 中 駅 を 5 有 *・ 要 事 聞 交 1 
吊 恵 白 動 車道 申 課 川 I 選 か 品 車 下 絢 計 符 
記 計 証 際 昨日 。 1 年 JPIEr gr20ー は 1 9 年 1 アユ ー1 誤 
還 平 日 - 杯 日 抽 いい a0821 年 EGG 22 年 0 


軒 近 円 抽 章 ーー 本 分 は 円 SB 
1 中 
加川 っ 本 


LEEHTLEEILEILEELI 


囲い 生 所 性 に エル カム ワー ツ を を ご 用 意 
1 補 條 時 フラ リード リロ デア タ ( 調 ・ ビ ー キ ・ 境 前 サオ スキ ーー サイ ンー アプ ト 





FE デ ・EH 忠 形 1 | 


垢 還 。 : 人 ES 放 語 


下 旧 温泉 の 中 心 に 紀 置 し 温 提 街 散策 定 足 湯 巡り に 最適 の 好 立 地 で す 。 当 遂 で は 、100 帖 空間 の 在 風 呂 大 浴場 を は じ め 、 趣 異な る 5 つの 
お 風呂 が お 愉し み ] 枯 け ます 。 当 プ ラン で は 、 玉 騨 牛 や 季節 の 旬 を 集め た 専用 の 懐石 で お も て な し いた し ます 。 





MEITEE WV) 


* 開 LA55] 


に 本 に を 1 MWT 
云 和 坦 | 瑞 凍 溢 」【 田 畜 貞夫 市 )[ 貞 55] 





io 
1 拉 . 画 】 吾 本 
LT に IT AT 

ーーー ーー ビー 


田宮 室 【 定 中) 

間 寺 表 味 品 叶 イ ピ 本 直 詳 窪 人 は 若 】 

ま 能 春日 19 賠 + 洋 室 川合 誰 。 琶 埋 
較 人 衣 事 内 補 【 増 所 ) 

事 衣 : 軸 選 震 生 (町 IO 品 1( 捉 室 ) 

押韻 : 得 富 長 【 抽 夫 } 
還 キ チュ ュ ッ イ ー 1 還 チ キョ ェ ッ テテ ウト 11 
環 捕 ま で 功 識 通 

TE 高山 線 下 昌 駅 か ら 建 目 で 交 8 生 

し 画 駅 補記 迄 拉 有 * 事 草子 交 抽 ) 

中 吾 白 動 征 半 車 滞 川 記 呈 車 で 科 加 窟 
較 主 定 隙 桂 日 。 ag] 年 19/m-31 本 年 HL- 


me [5992 国 | 下 


| 金 琶 主人 と 在り ます | 




















還 遇 訪 次 時 南 み 物 、 浴 岩上 庫 飲み 物 ウ リー 
店 呈 意 日 の お 寄 様 に 記 全 日 ご 用 意 【( 甘 事 前 車 較 ) 


蜂 生 手配 と な ます 。 





主 、 石 、 其 喰 、 木 、 漆 、 和 交 、 硝 子 、 鉄 の 8 つの 素材 を テー マ に し 、 源 邊 掛 け 流し の 露天 風呂 を し つら えた 12 の ヴィ ラ を 持つ 美術 館 の よう な 宿 





EYE ま yuiUCo2125 55」 
EC テーJIPU 1 





(三重 県 ) 湯 ァ 山 温泉 


湯の山 素 粋 居 





較 寄 室 〔 定 員 ) 
路 表 帳 品 村 客 宝 (G 才 ) ツィ ラー 的 90m。 1 階 。 叶 雷 
田 次 事由 容 * 坦 所} 
r 貴 : 更 成夫 ・ 詳 固 可 芽 ・ 展 央 械 信太 料理 ( 物 18 昌 )(EHHNOMHIGRI) 
開 食 : 四 定 條 (HIN ロ IDEAI] 
※ 村 事前 平 約 【 真 時 聞 ) 
加 チ ュ ッ イー 5 較 チ ェ ッ ピ テット ー 1500( 通 芝 110) 
回 二 市 ま で 9 交通 
返 名 沿 婦 山 線 湯 の 山 細 香 駅 志 呈 古 上 で 交 呈 号 
【 近 鉄 湯 史 山 斉 抄 生 か ら 明 連 有 事前 子 交 副 ) 
許 富 際 軒 日 典 ・ 夫 曜日 


一 謎 円 区 計 穫 w 己 に | 全 生 百 と な り ま す | 


| 呈 : 正 申 時 の オチ ゴロ オーデ す キ ェ ッ ヴ ツイ ウッ ト 時 に お 棒 し し ます 。 
必 ぼ 切り 石垣 の 1 号 日 本 画 と お つま な モッ ト を ご 用 意 
3⑧ 記 全日 の お 客 様 に は . 号 真 と 花束 . 夕 胡 時 、 メ ッ セ モー ジブ ビート 


HLLL EL HH FEHTEER ヨ FETTEBTFEHIEBHI 


| 画 柄 田 産 コ ーー ロ rr デ を 用意 


きり)” 商 時 1F リ テッ ター 用 意 





3 ー コ “ デニ 記 吉 ピコ 『 叶 " P 写 ィ 
秒 較 (Cd に 5ーcSD プ ディ 2 ゆ DHEA EE ニコ ョ ュー ュー と < る “ 
地元 の 食材 を 使っ た 美味 し い 料理 を 食す 贅沢 。 え スタ ッ フ の あたたか く 細 や か な 心配 り 。 


ここ に し か な い お も て な し 。 全て の お 部 屋 が スイ ー ト ルー ム の ラグ ジュ アリ ー な 空間 。 





客 宣 ( メ イー ト } の ー 


補 六 還 


剛 [A55] 


* 出 [ 貞 55] 





(三重 晶 ) 賢 島 


志摩 観光 ホテ ル 
ザ < ベ ペ オス イー 直 





較 客 室 定員) 
バネ トイ オレ 付 ユ イート (5 者 ) ユー ベリ アユ ゴー トラ オン OO 四 ま 
還 全 事 内 鶴 【 坦 所 
タ 食 : フ ラン ス 計 理 トラディション | (ビュ ネトラン) 
表 放 契 間 縛 時 間 1T30ーSOE3D( 要 事前 車 締 ) 
※T デ ャ ツィ ジョ ー ト バテ ッ サン ガル な ど で の ご 利用 せ ご 章 央 ( だ きい 。 
(ドレ ビエ コード ドス マー トカ デュ アザ ] 
制 食 准 廊 また は 和 吾 (レスト ラー) 家 当 日 選択 
回 チェ ッ テ ィ ンー IS 還 チ ェ ッ ケア ウト 1 
較 計 定 除 叶 日 2091 年 12730r ヨ 1 3022 年 1/1ー3-24 一 58 


ーーーーーーーーーーー 
『 


ー つ 


(H 博 日 総 料 理 長 皿 俊二 テ チャ オリ ビジ ナル ッ ャ ー プ ティ ォ ー キ モット 

芝 お 一 志 欄 1 軒 在 に つき 1 キッ キ 

(i 記 入 日 記 に ば 必 資 時 アデ ザー ト テ デ レート を ご 中 意 

癌 記念 昌 加 前 綾 1 週間 届 山 の ご キル の み 1 軒 奉 に つき 1 回 
まま 章 還 の 商 蔵 席 の お 飲み 物 を 自由 に お 杏 し 上 が がり いい た だ け ま す 。 
※ マ コト ドリー テー アキ コー 中 補 1 軍 1 抽 に つき 1 回 

テキ テレ デット 1 AL 15 HI 円 時 生 ご 章 用 本能 。 

| む ホ キャ 前 向 の ビス ネト ヨー ャ ショ ッ ピ 等 で ご 利用 いた 下 時 ます. 





宰 m ス トラ ン の ご 利用 は 小学 生 四 上 上 り ます . 
深 能 設 可 昔 垂 時 間 は 空 更 に な 場合 相 お あり ます 















守 還 (= の ザ か Po 一 Pr) の 一 図 LA 


TER 者 古屋 駅 直結 。 コ ンジ シェ ル ジ デュ ブロ ア 専用 ラウ ンジ で の ひと と き と 併 せ て ワン ラン タ 上 の シテ ィ リ ゾー ト を お 楽し みい た だ け ま す 。 








硬 客 守 ( 定 朋 ) エ ゲ ゼ ウチ ィ プ エイ オート デデデ 邊 者 】 
113m.。 得 -9F。。 衣 運 
較 査 事 内 容 { 練 所 ) 
人 
事 棋 想 に より 、 財 唱 提 島 方 店 起 更 に な る 場合 門 あ り ま す 。 
較 キ ェ ッ ジイ ンー IS5H00 還 チ ェ ッ クッ テット 1570 
較 お 宿 ま で の 交通 
者 吉 性 駅 上 ら 計 目 で 前 1 全 【 者 訓 屈 弁 直結 
pama 連 考 選 剛 民 幸 旨 韻 キッ ゴブ か ョ 甲 で で 町 生 引 


| 全 宙 価 と な り ます | 








画 理 用 き ダ デー デ に て 宙 條 テー イカ 務 叩 主 ゴ 理 ご 邊 用 | 
だ だ け ま す , 
wi キキ ネタ ラダ ザ ご 判 用 いた だ けけ ます 


al 









衝突 (ウィン) の 一 王 [A55] ーー 記 





京都 東山 の 高台 に 建ち 、 四 季 折 々 の 美しい 自然 と 古都 を 一 望 す る ロケ ーション 。 
天 歴史 と 伝統 を 受け 継ぎ な が ら 、 さ ら な る 飛躍 を ゆめ ざす 京都 を 代表 する ホテ ル で 稚 な ひと と 上 き を 。 








ウェ ステ ィ ン 都 ホテ ル 京 都 


男 千 守 ( 定 員 ) 
基 圭 還 風 絢 和 [人 性 束 園 
5 ヴー Im デイ ー ミ また た ば キー ンダ 
還 資 事 内 鶴 !【 坦 所 ) 
割 食 : ア デップ ェ 【3F 専 用 タウ テ プラ サン ビジ ト gtEH 了 
較 チ チュッ ウッ ォ ンー 15 還 和 キュ ッ タ テイ ウト 1PTT 
較 お 請 ま で の 補 通 
地下 虫 車 両 線 太 上 駅 か 5 諾 で 再生 
還 Im 轄 道 路 品 敵 車 I 選 か 上 申 で 約 避 Wi 
【 京 部 駅 上 素 口 か 5 電電 者 ・ 定 時 運 抹 』 
画 計 定款 誕 日 。 1 昨 19 ウー は 1 は き 是 1 


1.9 
折 円 郊 誠 [TH ミ ュ 。 ュ | = Ea に は 戸 「 定 四 
本 に っ 放 ou すす ーー ァ 


| で" | Hi | つ 全 生還 環 と な り ます | 















=ーーーーー 
ーーーー ニ ーー 





導 


ーー. 


ーー 本 まう 


京都 の 伝統 ・ 文 化 の エッ セン ス が 散り ば め ら れ た ラグ ジュ アリー な 空間 で 、 川 と 東山 三 十 六 話 を 一 望 す る 風光 明 紅 な 








早 色 と 、 こ こ で し か 味わえ な い 上 質 な 時 間 を お 楽し みく だ さい 


由衣 


定食 9 





季 京 都 


放 部 府 





画 衝 宇 ( 定 目 ) 
ャ ャ コト ゴビ 1 " こ wl ザー ビュー 
2…5 只 修理 


『* ャ エー ビュ ー 回 


す 導 r 本 習 ] 


mWT1 
佑 食 : 得 定 介 また は 詳 偶 本 謙 碑 また は 「 ラ 5 


を 症 目 選 失 司 


較 チ エッ アイン 
画 王 診 ま で 可 定 敵 
地下 外事 西 線 京都 二 投 所 韻 繋 か ら 証 非 で 移 和 
ィ ン タ テーIC か ら 車 で 約 1 人 


本 電 員 再 刀 昧 部 東 
moee kelee gl 還 


15 ゴ 吊 較 キ ェ mm" 呆 駐 IT 


BU00 年 に も 及ぶ 歴史 ある 日 本 許 園 に 舞 か れる 古都 の ラ ゲ ジ デュ プ アリ ー リ ゾー ト 





吉 訂 清水寺 


フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京 都 


一 に ーー 
まま 


で 


園 守 宮 〔 定 員 ) 
コキ イー 性 プ ビ ミナ ーー ガー デン ビュ ー デ ィ ン オ た は デビ ミア ザー 
カー カーデ デビ ュー 時 運 
一 査 事 内 鶴 【 場 所 」 
貴洋 人 ブフ ビ デ チ 【 約 品 ) (プラ ッ エ リー 
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党 相 選 に より モッ トメ ニュ ー 吾 お 病 埋 と な る 則 合 ご ざい ます 
92FI エ ゲ アプ ゼ アァ アティ プラ リンダ | また は 1F (アル オテロ ー ド デオ ニッ ンダ] 
間 チ ェ ッ ティ ンー 15 較 チ ェ ッ ア テテ 本 上 ト 。 11HTm 
還 お 請 ま で 史 開通 
抽 鉄 率 頁 紹 新大宮 駅 か 5 醒 下 で 交 10 守 で“ エ で 旨味 
一 証 評 邊 針 日 
本 週 上 ・ 京 較 日 お CS 年 1 コー 9 
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| 回 ( お ご ダ 斉 時 乾 株 WW デ ャ ン ッ 1 析 革 
si1F* ピ ビー ボー キッ ダ 駐 車場 ご 刊 用 可能 
組 中 昌 結果 記 信昌 な ど 圭 別 な 証 意 日 本 市 に えさ デ ジャ 
テ メ ニ ティ 4 ゼ ご 用 意 【 指 滑 錠 設 に エ / ご 本 此 様 本 ふみ 1 濡 春 に 
| うき 1 つ 」 次 了 予約 時 、 事 前 申し 私 京 皿 
( 思 屋 アメ ニテ キィ (1W オ キリ デオ ャ エラ で 中 電マ エル 畔 ト を 1 幸 ) 
ト エア ゼア ティ ィ イ アラ ウー デ 豆 刊 用 で で 生ま す 


桁 生 手配 と な 計 す 。 
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広島 市 の 中 心 甘 町 に 科 置 し 、 平 租 記 念 佐 園 : 広 但 城 … も 徒歩 約 5 分 。 観 光 の 損 点 と し て 恒 刊 で す 。 
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画定 ( 定 自 ) 。 ユイ ビ 装 スイ ー ト は 活 」。 エア ゼア テイ ゴブ ロア 
デュ ニア ヌイ ゴー ト 約 誌 imi 岳 剛 30 は 1 也 。。 瑞 雷 
田 査 事 内 容 【 坦 所 」 
侍 - ユ ニー ジャ ルー ニュ ー 
(33 寺 ヒュ ト ラーン 「 デ ャ ッ ポ ボー 下 」 また は エダ オニ デザ リー ガト ッ ア 」 ! 
細 儲 : 相 定 商 まだ は 詳 頁 (お 間隔 ) 
宰 衝 次 場所 と 制 食肉 容 は 予約 時 選 所 . 
較 キ ェ ッ シイ ーー 1 較 チ ェ ッ テテ ウト 10 
間 刀 清 ま で で 可 評 通 
雪山 了 間 率 鍵 広島 軸 ち 馬 を 軸 10 究 
山 剛 自重 画 応 上 I 過 か 時 共生 誤 符 
還 和 設定 除 誕 日 ご 30921 年 12731 3029 年 171 


田 后 円 申 度 に な 畔 4 隊 4 W | 避 1 折 ま 300 


ト 、 画 お 所 田 に 評 = ュ ロキ カム メイ ー ワ リト シャ デバ ン を ご 拓 意 【 言 奄 中 1 回 ) ] 
こ = 届 


弾 生 手配 と 在昌 寺 す 。 


昌 ニ ニニ ニニ ーー 


全裸 オー ジ シャン ピュー の 揚 宿 。 


リゾ ー ト の 解放 感 が 溶け 台 う 空間 で 、 贅 沢 な ひと と き を 。 
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較 天 宣 ( 語 員 ) 直実 風呂 - トイ ビ 寺 和 詳 宣 ( ほ 者 ] 
テッ パー ュ イ ー ト ルー トー 燈 定 ヨー95m 人 

圏 表 事 筒 宇 【 昌 所 」 

婦 真 :Premium 合 晴 ( 的 7ーB 還 )( 再 詞 必 ) 

制 食 : 和 人 また は 控 廊 【 デ ダイ ニテ アゲ 」 

宮 抽 企 内 容 は チェ ッ ケ ィ ン 時 選択 
画 チュッ カイ ンー 15aD 呈 チ ェ ッ ケ テウ ト 。 1POOt 通 落 11n0 ロ 1 
園 宙 まで 可 笠 通 

世 揚 山 民 本 5 車 で 絆 3 は 写 

(EE 凡 山 駅 充 ら 選好 有 ・ 定 時 運 条 。 15EHUT。 1 生 本 。 1 奉 15) 

山寺 中 環 山東 IC か ち 車 多 還 写 
咽 設 定 称 川 日 。 EBI 年 12 OB 一 31 PO 年 1 エー 


| UE に TI 
iu 前 測 着 時 要 導 靖 
拓 時 


| ま 了 ル 本 加 半 時 也 を ご 臣 机 いた し ます 


功 次 時 お は 上 上 様 に つき 1 キロ イン プル ポト キル ご 捧 意 。 
人” 仙 は . 箇 還 高 胃 食 桂 を 基 り 入 れ た 特 出 合 末 に デレ ー ド アッ ブ 。 
剖 部 に よっ て 内 次 草 刻 更 上 二 還 ます 。 


中 計 


路 生 手配 と な り ま す 。 











千 塞 【 ユ イー ト 」 の 一 開 [ 王 


洞爺 湖 を 間近 に 望む 、 吉 びと 感動 溢れ る リゾ ー ト ステ イ を ご 堪能 くだ さい 。 


ーー ーー 


い WM 閣 首 ) 洞 爺 潮 温泉 


- が ・ ウ ィ ン ザ ボー ホテ ル 洞 爺 
リゾ ー ト & ス パ 





1 泊 軸 食 財 


還 笠 宣 〔 定 員 ! 
で エト イセ 習 スイ オート (は 拓本 すす ミッ トス イー トキ ベッ ドキ ーー。 BIrr 
財 側 - 陳 末 
較 廊 事 内 鶴 ( 嶋 所 」 
貢 - ア ロッチ コー また は ほ 財 商 コ ー 表 【 音 エ 等] 
池 専 は 涯 真 ビ ュ ト ラッ ミ た は 暫 調 エト ラン 
家事 前 王 約 TEL10SiTanEGL5IH(UOHO か らら 1 
着信 キモ ッ ト キメ ニュ ー ま た は 衝 モ キット ょ = ニュー 
(各所 上 ト き を ) 
常 二 胡 は 当 昌 選択 避 
次 新 昧 コロ ナウ オキ ユネ 幕 尋 穫 証 で 替 業 休止 
店 本 が 市 き 場 音 有 
Ln 還 チ ェ ッ テイ ン IP 還 チ ェ ッ テア テア ウト 15 
* 剛 [AA55] お 論 ま で の 詳 通 
問 線 油 苑 思 から バス で 暫 4 相 合 
(TER 肛 市 区 才 5 境 慎 有 ・ 事 前 子 的 形 』 
衣 東 道 蛇田 調 墓 調 IC か 呈 車 で 界 下 写 
園 寺 宇 陣 書 日 。 計 守 日 吾 よ び ば 081 年 1gr3O は 1 宮本 是 1 アセ 
圏 記 円 算 誠 dW。 語 机 個 料 幸 暫 時 ゴロ ナウ イル 上 加 枚 


に よ ロ 砦 動 還 同 宮 電 1. て 所 り ま せ 


較 四 屋 下 ** 


『 馬 


ェ 〒 ョ ーー 


硬 仙 叶い ウェ ロイ ンプ ポト ご 且 意 





本 








温泉 展望 風呂 村 客 室 と 半 個 宣 食 事 処 で の お 食事 で 密 を 必 け た ステ イ を 満喫 。 
65 最上 階 ス カイ ラウ ンジ で は 、 生ビール や ハイ ボー ル 、 ソ フト タリ ー ム な ど を ご 用 意 し て いま す 。 





北海 道 ) 間 の 川 温泉 


室 楼 NOGUCHTI 函 館 





1 電 ダ ・ 朝 廊 付 


較 客 室 【 定 肖 !- 理 提 情 性 品 トイ ヒ 寺 コ ゾ ネェ 寺 章 洋 憲 人 層 判 
ュ イ ー ト 交 150ml。 衝 語音 階 。 琴 博 
田 廊 事 肉 容 ( 場 所 」 
r 誤 : 則 詳 特 別 多 席 [ 到 購 1( 絢 引 唱 ) 
【 軸 室 真 事 汗 ! 
党 真 は 府 節 に より 軸 な る 昌 合 志和 ます 
二 : 間 貨 ま た は 潤 胡 モッ ト テ ニュー 
し 昔 咽 事 毅 事 昧 ) 
癌 再 真 は 当時 選択 可 
較 チ ュ ョ ッッ ョ ンー 1 軸 に 呈 キ ュ ェ ッ テテ ウト 1 本 
還 お 捕 ま で の 充 通 -。 画 航 幸 線 歯 酷 生か ちな テテ デー で 交 5 
講 臭 自 動車 午 天 沖 叶 軒 で 前. 賜 符 
還 主 定 聴 針 日 。 集散 日 PIEI 年 JE は 31 中 呈 是 Trg 
較 平目 : 華 日 績 い 。 8 年 1 BE 生 立 "19 


0 箇 に ル ン ド "| 


電 商 導 名 ay 『 誤 攻守 に L 語 縛 還 語 町 局 YO LA 3 』 ーー 本 Ln es 1 較 ( ロ キチ ェ ッ ケ オン 時 | 「 1- っ に W ェ ルー と を 租 意 『 店 の 
' お 団子 で お も て な し ( 理 意 四 1 回 
= を 靖 攻 庫 に ビー お 葉 . ミ キラ ャ ウォ ーー ご 半 意 
(1 商 還 に つ 』 科 音 中 1 固 ) 
ji 雷 問 キ ー ビ ネ ( 集 骨 旨 評 隙 


に 
む わ ユ カオ ラウ ンー ゼ が に て お 1 上 た 欄 1 伯 ご と に 生 ビ ピー や イオ ボ ー 
ザフト タリ ー エ 等 を ご 用 坦 


ドロ 誤 時 AR で の お 南 み 物 は キー エイ ンー デル キー テ ア 
[1 上 人 様 1 抱 こと に 専 朋 メニ ュー より 選 失 可 
(rr アロ マエ エ 了 名門 コー エネ ご 前 用 可能 【 再 1 上 洗 1 泊 に つき 1 国 ) 
ョ j 岩 般 党 03 介 三 章 用 可能 (部 昭 1 殺 に つき 1 回 
お 記 芝 日 の お お客様 に デザ ー ト プレ ー ト ご 用 意 


員 卓 呈 に つき 必 看 中 1 還 ) 


jj 





窟 朗 (Wute4 や の mcp4 や psdー19@ 一 例 LAUR3 


普 館 朝市 は 徒歩 約 3 分 。 金 森 赤レンガ 倉庫 も 徒歩 約 10 分 の 好 立 地 。 
北国 な ら で は の | 体 に や き し い 朝食 」 を テー マ に 100 種 類 以上 の 品 を ご 用 意 。 





いい (北海 凍 ) 閑 


HOTEL&SPA 
セン チュ リー マリ ー ナ 函館 


咽 千 宮 ( 定 上 邊 ) パス イレ ウ イデ B 閉 」 
ず ・ ロ オキ ルプ ロア ロゴ ヤル エイ ー ト 。 約 果 誤 rf。 山 開 。 13 暗 。 吾 理 
次 お 東 : 紀 上 泉 は 陣 名 日 が 万 る ( ロ オ キキ ブロ アデ す て) 
環 事 内 宇 【 場 所 ) 則 誤 : 和 詳 * イ キテ ダビ エト ラテ 」 
呈 チ ェ ッ ケイ ン IS 画 チ ェ ッ ツ アウト 1HUOO 
お 生ま で 可 欧 通 - JR 線画 記 駅 か ら 胡 目 で 約 和 
較 詩 定 際 時 日 。 mg1 年 11。 可 0 


胃 内 橋 証 問 iaaem 
| 全員 畠 と な り ま す 


記 旧 F『 1 


還 (IHAE YUTAGER」 を 柚 用 可能 1 お せ E5 隊 1 泊 ご E」 
ag 選 に エル 古 古 ネイ オー ツジ を ご 用 埋 『 居 区 目 I 回 槍 琴 
汗 香 論 工 細 内 に ソ テ ト HP リ テテ タ セ ご 用 意 ( お ET 様 1 泊 ご と 
周 琵 あ ロ 
1 朝 次 会 場 の な 刻 に 博 売 的 に ご 案 山 【 お DE り 本 1 折 ご E) | 
ト 、 ( 員 箇 賠 を ご 用 意 旨 記 国 1 泊 ご と | 


句 生 手配 と な り ま す 。 











| 
札幌 の 中 心 部 で あ 
最上 階 の レス トラ ン で 、 地 上 100 メ ー ト ル か ら の 早 色 を 眺 め な が ら 5 の お 食事 も お 楽し みい た だ け ま す 。 


る 大 通 公園 か ら 徒歩 園内 、 括 高層 タワ ー が 印象 的 な ホテ ル 。 





( 北 閣 二 ) 遷 幌 


札幌 プリ ンス ホテ ル 





較 天 室 【 評 中 | 
『 ス トイ ピ 凡 ウィ テ ( ほ 者 』 
IO5m 。 林 章 
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田 哀 事 内 鶴 { 場 所) 

r 仙 - フ ァ ン ユ 笠 陣 コ ー ス キワ ラタン 束 料理 [トリ テア ァ ェ 
放 次 は 事前 千 交 制 と な り ま す 
癌 油 二 また は 背 同 布 場合 は 代案 よし て 

四国 料理 コー 


ロゴ 本 還 室 


本 征 二 中 若 オ ー ト 


| 』 


ぇ 正吾 時 ) に な る 場合 も ご ざい ます 
制 契 : 和 和食 また は 拓真 モッ ト * ニ ュー( フ ラン エ 土 理 「 ト リ テ ァ ッ 
癌 刺 真 は 当日 選択 可 
較 す チェ ッッ イン 15JOO 画 チ ェ ッ ケア ウト 
還 お 情 ま で の 詳 通 
過 帳 市 癌 地下 誠 車 両 線 西 11 丁 目 駅 か 
衣 上 姜 約 3 守 ( 想 埋 駅 北口 か 5 更 通 有 * 定 時 運 打 
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還 蜂 入党 奉 を ご 用 意 
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優雅 な 寛ぎ の 客 宣 や フィ ッ ト ネ オス 中 ス パ 、 レ スト ラン 上 な パー な ど 、 気 品 に 満ち た 空間 と 最上 級 の サー ビス を お 楽し みく だ きい 。 
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一 客室 (定員 ) 
スッ トイ ピ サ ザイ オー (9 逢 」。 デ オデ ロー マッ キオ オー トウ ォ ジ ンー 和 思 Hf 中環 
較 食 事 内 闘 【 昌 所 」 
員 弟 = キー デビュ エト キラー | 王 マー ザッ ト エゴ 」] 
新 型 コ ロナ ウィ キネ 恒夫 提 温 に より 甘 場 営業 時 間 サー ビュ ネ 内 内 
引 更 す 場 合 が ご きゃ * ま す 。 
較 チ ュ ッ クイ ンー 1EOm チ ェ ッ クア ウト 15 
還 お 清 ま で 可 交 通 。 R 埋 務 駅 なら 建 直 で 符 10 和 
ーー 伯 上 LA 馬 吾野 定 除 狂 日 PO21 年 19730*31 022 年 ll-2-10 
EESiGdP2 Liuse1 多 印 ug] en ーー 
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画 ( 主 后 選 に ホー アロイ デポ 上 ト 必 上 末 ェ ri 上 プ キ ー ツ を ご 用 意 
{【 材 在 時 1 国 」 
(フィ ッ ト ネ ネタ タプ 利用 無料 
ト に 、 「! ア フチ ニー シテ イー。 カ ウチ キテ ロー を ご 用 意 


郊 生 手配 と な ます 。 


岩 売 店 加 記 予約 問い 合わ せ 先 は 企画 陳 索 で 宮内 支 を 要 型 いだき い 
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I | 佐 1 | 則 " ト 


ニア スイ オー の 王侯 FN55] ーー | 
開放 的 な 客室 、 別 府 計 の 絶景 が 広がる 赴 天 風呂 、 
厳選 きれ た 地元 食材 が 楽し め ゆる レス トラ ン を 備え 、 最 高 の ひ と と き を お 届け し ます 。 





(8 人 久生 ) LAsg] 


に 仙 7 





( 天 身 県) 別府 明 吾 温泉 


ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 
如 符 リゾ ゲー ト & ス パ 


較 天 室 (定員) 
加 天風 呈 ・ で スー オビ 村 デュ ニア メキ ー ト 者 』 10Pm デ 遇 仙 。 吾 埋 
画 衣 事 内 容 〔 場 所 
7 真 : デ トリ エコ ー テ メディ ナー 「 了 キリ エ ・ コ デブ プリ ー ト | (メト タデ] 
次 頁 は IT 一 また は 17:30 一 GE0 一 また は SO 一 
導 120 全 2 敵 制 と 上 な ます 【( 要 事前 子 絢 )」 
各 食 : モ ミア デップ ェ ( ビ メス トラン] 
守 ッ ト テ デイ テ 占 ほ テープ 中 まで 大 属 け し ます 
ゴー エ デ に は コル プッ フュ に 空 更 と な 場合 が ご きい ます 。 
還 チ ェ ッ ティ イー]5am 還 チ ェ ッ タ テウ ト 1 HH 
園 お 捕 ま で 加 底 通 
JR 列 背 慌 か ら 章 万 電 3U 邊 
諾 尋 別 訂 駅 画 口 要 二 交 
東 見 電 自 動車 道 別府 IC か ちら 車 で 約 昌 写 
剛 読 定 具 呈 日 
3921 年 11/B0*7. IO0-31 


9029 仁 1 トー3.8"9.3711-19.3/H9-90-326 
| eeecsosr 


玩 生 手配 と な り ま す 。 





販 者 店 本 方 - 馬 約 - 問 じい 谷 わ せ 先 は 童画 筐 索 で 室内 云 を 雪 本 いだき い 





し | ち す に 1 を と か の 
桜島 を 正面 に 眺め る 、 最 上 階 の 展望 温泉 が 旅 の 疲れ を 癒し 、 
75 鹿児島 の 贅沢 を 味わえ る ホテ ル で す 。 





ーー 


(鹿児島 委 ) 鹿児島 市 肉 


SHIROYAMA HOTEL 
kagoshima 


信 ! 泊 間食 付 計 『 か 
| 


較 守 宣 【 定 貼 )。 バネ イセ 付 詳 軍 人 は 著 ) 
デ ェ ニア パー ト 。 喘 可 . 洛 個 ーー は 階 - 末 埋 
画廊 事由 鶴 【 坦 所 
タ 人 | 1 直人 随 【 月 符 ね り ) 
1 二 楽 誰 」【 吊 軍 j) 京華 場 は 選 ご ませ ル 
全 い ョ ョ ュ St 0 Ar で 6 ぜ 』 (1 田 隆 【 rr 琶 。 下 | ] 
党 個 宣 開 ほ 講 生 料 得 末 か 志 中 ます 
控 127P22ー75 ば 選 - キ せん 東 要 事前 予約 
定 衣 エエ デ ゼア ティ アブ ビッ カブ ァ ー エ ト 和 定 條 ・ 許 定 衣 ら お 選び いた 
だ け ま す 。 (ウン カサ デラ デ 才 ] ] 
交 語 全 昌 - 臣 時 本 主 庫 可 能 性 者 
韻 チ エッ タイン 1HHm 還 チ ェ ッ テ ア テウ ロト 1ST( 敵 攻 11m] 
月 1『ー UCS 時 1 月 3 まで 融 軍 下 軟 上 上 事 相 放 
チェッ タイン 17H0ー。 チェ ッ ケ アザ トー 1(HOO 
工事 騒音 苦 ご 『 項 いた だ けれ ば 15HO チ ェ ッ タイ 可能 恋 要 事前 連 畔 
圏 語 まで の 詳 責 
JRK 世 昌 島 本 課 鹿 型 島 申 理 馬 か 上 事 で 拉 1 符 
(TE 雇 虹 介 中 東駅 か 遂 下 吾 ・ 定 時 運行 } 
電 相 日 割 車 半 画 虹 島 慈 IC か 上 ら 再 人 で 絢 1 呈 入 
一 計 定 際 針 昌 
全 馬 日 お さび 0 人 9 endl 本 KB 年 1 ロー コテ 15 
一 半 目 扱い 1B1 症 ID 22 3 上 


ーー [| 間 zm F 賠 圧 


本 半日 【 迷 憶 還 信 | 1 再 芽 中 昌 三 記 の 月 に ご 情 油 巧 方 に 本 記 芝 呈 を ご 意 


本 呈 ェ 呈 才 上 二 エ イ ー ツ ! を 
(すり | 二 呈 で スネ コット [SHIRCOT AA HEAR の ビオ ロ い て る あぜ ご 暗 訪 
sh テル 同 プ ッッ ト ネネ ど ム 路 設 利用 可能 
1 デジ ュ ア リー エチ 史紀 ユネ IE HE 5F 呈 | 較 時 テニ ュー ル ロ ] 
・ ーー メオ ー ト キー 上 よ に ご 晴 Im Pi が 
| 人 だ ける ケラ オブ ラウ ゆ ッ rr ご 刊 用 た だ は ます 
| 『 昌 所 13 府 [タラ アテ ュ ウ デ デ 」 
ト 【 和 用 時 間 】 : カ アァ ェ タ イト 1 400 一 17H0 一 二 ウ キョ ゴイ オ ュ 1710 一 TH 


| 絆 生 手 証 と な り ま す 。 | 
Th 





mp PE 紳 昨 IN W 


WPJFHT 


自然 器 か な 因 綱 村 の 森 を 背景 に か り ゆ し の 丘 か ら 眺 め る 東シナ海 を 前 景 に し た 非 日 常 を 感じ て 頂く た め の 上 質 な 滞在 を お 交 束 。 
スパ 員 エ ス テ 、 ヘル スタ ラブ も 華 わ 備え 、 心身 と も に リフ レッ シュ し て いた が だ (「 疹 し の 空間 」 を 提供 いた し ます 。 





"ma2ー0) の 一 例 LABE1 








ウー ーー 
ーー 


( 間 編 上 ) 恩納 村 


"sr 『J 


OKTINAWA 


KARIYUSHI KRKESOERT 


EAES ONNA 


1 泊 朝 食 付 





較 客 室 ( 宇 員 ) 
メッ トイ ビ 付 オン (5 名) 本 所 サテ アフ ロア ENWES ロ オヤ ルー 
ネイ オー ト ご GL57m 手 側 9 座 。 里 埋 
財貨 事 山 鶴 【 昌 所 』 
宙 食 : 伴 仙 パ オキテ アダ ( レ ビュ ストラ ネ デビ 」 
妻 提 護 内 容 ・* ニ ュー が 変更 な る 場合 が ご ざい ます . 
較 チ ュ ッ ウイ ンー 1 較 サ ェ ッッ カテ ウト 11Hm 
較 お 宿 まで 9 頑 通 
字 繝 民間 車 軒 樽 田 IC か か 呈 車 企 較 飼 
(闘病 宣 暴 か らら 中 週末 ・ 要 事 蘭 隊 物 」 


ee ter に * 団 思 pP 





堂 表 内 元 証 本 業 扱 丁 が 宰 更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


時 - 本 吉本 吾 定 還 人 
呈 い 究 率 上 階 に プラ オバ ー ト プー, を ご 用 意 

ば ) 放 百 軸 ご 得 用 可能 ! 空 稚 一 中 キ y 則 】 
絢 前 まで 要 事 章子 符 。 車 博 指 定 斑 叶 。 
党 テル 計 看 申 同 プラ テン 利用 時 還 評 敵 用 

Ext 本 在 中 ご 柚 圭 可能 

(CH7 ロ デキ キュ リティ の 充実 (専用 キー で の エビ ベー ター 必 凍 ) 

引 ウ ラ デ テ ロア ご 判 用 史 お 客 様 は 軒 在 四 専 用 ラウ デー デ に て 
軽食 - ド リ デ テテ を ご 用 意 
(アー ケッ キーー ド ビュ ョ ゴネ キュッ タテ エー ツ 鞭 ] 

(mm な デッキ た は メゾ ーー ルビ デュ ェ ラ プロ ガリ オリ デュ ニテ ォ ー 
いた だ け す 。 


」 


' 


“ 













pa ます の 44 一例 LAmW は まこ 
字 縄 プラ ンド の ホテ ル と し て 、 豊 か な 自然 と 沖縄 の 歴史 文化 が 織り な す 唯 一 無 二 の 時 間 を 紡い で きま し た 。 
7 開 し い 海 に 囲ま れ た 大 自然 の テラ ス で す で て の 方 を お 迎え し ます 。 


が ・ プ セナ テラ スズ ス 


湯 再 貸付 





園 守 室 二 中 ) 


rf スト ゴイ ピ 桂 ス イー ト ( せ 名) ウデ プ コ テー ジラ タダ ゲ ジュ リア メメ イー ト 


1 
1 
トコ 


iirm オー ジャ テー ビ ピ ュー - コテ バー デビ 還 
堂 悪 い 補 下 可 ( ご 刊 用 は 13 訂 凡 上 か 上 主 ロ ま すす 
守 コ テー デジ デ エリ テア の 利用 は コキ ー ジ ご 和 宿 折 デミ 1 
還 EL 、 幸 前 か ロ 可 斑 来 は ご 章 計 いた きま すす 
一 記事 内 塞 【 井 所 
舞 催 : 近 人 イキ ッッ タダ [カコ ェ テ キラ ユネ [ラテ ォ ー デ ザ ] 】 (EE30ー1(E30) 
拉 相 下 に よ まり 。 内 写本 更 槍 可能 性 古 け 
還 チ ェ ッ テイ ン 14H 主 チ ェ ッ ケ アテ サト 1 1 
還 滑 ま 9 識 通 
に 二 瑞 自動 車 蛋 利用 、 重 國 IC か ら 吊 で 軒 語 叶 
ーー の op Rm 一 uu mu LAgE 較 語 補 隙 針 日 021 年 12/29ー31 3092 年 1 ロー3.3/19-30 
ピ Ju rr ャ 過 上 ーー TP 上 E = 四 
Hr 本 本 L 応 5 一 記 内 爺 誠 kmm 思 | 名 右 1 


| 全 宣 禁 堆 と 生け す | 
ウェ ルカ ドリ ン ケ を ご 用 坦 ( テ ラプ フロ アイ 専用 ラウ ンジ ビエ 提 師 ] 
客 宮 の ミ ニー ご 刊 用 可能 


上 ボ ・ デ キテ ュ ュ ビー キッ ザー ルコ ニキ 三 ポー マジ デュエ 馬 寿 申 


ト 。 ご 利用 本 能 





素 全 艇 時 “ 
雪 物 也 に より 癌 業 堪 表 空 更 加 可能 者 あり 医 生 手配 と な り ま す 。 


MM SN NN 大 員 


旅人 を 多 了 する 宮古 且 の 美しい 空海 が 光線 」 と 出会っ た 場所 が Mare 
幻想 に 包ま # れ て いる か の よう な 、 甘 美 な 時 が 流れ て いく 。 上 質 な 旅 を 知る 人 に 相応 し い 薬 園 が ここ に あり ます -。 








EID 


較 守 室 〔 定 上 員 ) 
プラ イオ ーー ト デ ー 責 財 詳 突 (は 者] モル サオ イド デー デー エ ザ ュ 生 スイ オー ト 
gm ガー デン と 個 1ー2 磨 。 束 理 
テラ メジ ャ ゲ デ ー 悦 寅 (は 省 ) ベイ サイ ドー ミミ ラージ ゲ ュ ェ フロ アー デラ ッ タ 
ネネ スイート] pn ト エー 上 トーイ OHm 専 央 9 す ー1 ロ 号 . 吾 雷 

一 誤 市 円 補 【 坦 所 」 

ャ 催 : 鉱 板垣 また は L ゃ に し モビ 、 ま た は ヌメ テ キー キ ヴ WU ( 附 気 本 ! ま た は ほ 
仙 テー トイ) 。 

缶 食 : 和 主査 【 翠 気 酔 1 また ば は パイ キン シダ (ケー トル マイ 当日 選 所 可 
党 記 ・ 割 衣 上 も に 起 事 瞳子 的 

男 チ ェ ッ タイ ンー 15 較 チ ェ ッ テ テ ウト 。 1 nm 
む 訂 まで 可 補 通 . 宮古 空 漆 か 上 車 で 界 1 呈 自 
(宮古 空 護 赤 ら 胃 更 有 ・ 室 時 運 打 ] 

一 評定 除 誕 日 2I 年 173O31 ES 年 1 コー3 


画 所 内 爺 誕 用 | 全 本 巡 と な り ま す | 





EE 
TE 
| 鹿 Ei TE 一 前 則 se す ロキ 事 


デー イキ ドロ テテ イー ビエ (LT 17 ゴ Hm 【 

・ 責 テ 選 サー ビエ [7 ローSLFU ) 
党 素 四 学 児 (一 5) 還 方 は ご 則 用 いた だ け ま 草 貞 

また 、17 時 国 降 は 20 平 史上 記 の み ご 和 用 いた だ け ま す 。 
ご 庄 在 中 カー ト 皆 出 有 ( 要 普通 汗 許 ) 


ご 旅行 某 件 書 ( 公 





必ず 内 容 を 事前 に ご 


1 募集 各 企 画 信行 契 約 
率 稼 行 は 近 引 日 本 ツー リ ユ ト 株 式 革 社 (EL 下 「 当 社 』] と いう ) が 正 画 ・ 幕 量 し 寄 す 辻 企 
画 館 行 で 各 り 、 ご の 衣 行 に 其 加 され る お 客 様 は 当社 と 幕 華 型 企画 餅 行 理 約 を 博 結 すき 
こ 選 に 王 り ます 。 可 、 軸 約 切 内 容 ・ 入 件 は 、 和 募集 応 告 り セッ プロット 和恵 ) 中 難 コ ー ネ ご と に 
記載 され て い ! 古 案件 上 の ほか 、 下記 科 件 、 最 終 旅 行 日 程 表 臣 げ 当 社 中 [旅行 貢 約 南 (募集 
弄 企 画 衣 行 胡 軟 共 部 ) 」 に より ます 。 

3. 館 行 の 申し 込み 

(1} 四 誠 書 に 所 定 の 事項 を 記入 の うえ 、「 ペ スト セレ ウシ ョ ン ギ コト 券 ] 在 添え て お 申し 基 
みい た だ きま す 。 ま た お 客 様 が 余 行 中 区 台 に 内 し 特別 な 配慮 を 店 夫 と する 場合 に 
は ほ は. お 中 し 込み の と き に 肩 申し 出 く だ さい!。 可 能 な 切 囲 内 門 当 社 は これ に 席 ビ 夫 す 。 

(は 1 旅行 代 番 本 週 用 : 館 行 代 倫 は . 音 コ ー ス と も 3? 名 様 ] 密 利用 の う 2 名 和 樺 府 中 の 交 額 
200.000 円 ( 科 込 1 と 門 り ます 。 

(3) 当社 は 電話 郵便 . コ ァ ワシ ミリ 、 イ ンタ ーネット その 季 の 通信 手段 に よ 全 お 申し 送 み 
在 受 け 付 け ま す 。 こ の 紀生 子 約 中 随 点 で ほ 敷 約 は 成立 し て お ら ず 、 当 社 予 納 の 承 諸 
を 通知 し た 翌日 が ら 起 算 し て 3 日 以内 に 申込 書 と 「 ペ スト セレ ワシ ョ ンー ギコ ト 券 ] を 理由 
し て いた だ 寺 ま す 。 

(4 15 座 素 洋 の 方 の ご 博 加 は 、 保 鞭 者 の 同行 を 茶 件 と し ます 。 ( 己 じ 一 部 の コー スズ を 藤 き 
直す 。) 15 雌 以上 20 歳 未 滴 相方 本 束 加 は 、 欧 母 豆 は 下 権 知 の 同意 書 が 品 雪 で す 。 
5) お客様 の 状況 に よっ て は 。 当 初中 手配 内 容 に 含ま れ て いな し 1 特別 な 配慮 、 描 置 が 記 
要 に な る 可能 性 が あり ます 。 詳 細 は 、「 国 内 募集 型 企 画 父 行 委 件 書 」 の 「3. 中 交替 件 」 
在 蝶 認 員 コミ . 特別 吾 配 貞 ・ 措 置 が 記 要 選 闘 宮 可 能 性 が ある 詞 は . ご 担 謎 させ て いた 

だ きま す の で 、 必 ず お 申し出 く 定 さき し 1。 

は . 至 約 の 成立 と 青 約 書面 中 間 付 

(1) 環 集 型 企画 計 行 下 約 は 、 当 社 が 王 約 加 搬 結 を 承 路 し 醒 項 四 申 込 普 を 受 編 し た と 圭 に 
成立 する も の と し ます 。 

(3) 通 信 契 約 ほ 前項 の 規定 に か か わら ず 、 当 社 が 梨 約 の 訂 結 を 承 語 す 全 也 の 運 知 が お 客 
様 に 到達 し た 時 に 成立 する る も の と し ます 。 

(3) 当社 は 机 約 の 成立 後 旅行 日 程 、 旅 行 サ ービス の 内 容 そ の 他 の 誠 行 件 彼 ぜ 当社 上 責 
任 に 関す る 事項 存 記 載 し た 書面 民 下 「 青 約 書 面 ] い し ます ) 看 お 選 し し いた し 夫 す 。 ( 当 
パン プレ ッ ト は ほ ご の 亡 旅 行革 件 書 に お いて 、 遇 約 天 面 の の 一 部 と し いい 圧し ます }) 当社 が 手配 
し 上 裁 欄 を 菅 理 する 隷 務 を 負 コ 終 行 サー ビス 男 囲 は . 当 抽 知 書面 に 記載 いた し 計 す 。 

(4) お お 申込み 時 融 に お いて 、 油 室 、 潤 訂 そ 員 の 理由 で 旅行 表 約 の 較 結 が 下 互 に で でき 
な い 場 合 、 当 社 は そ の 旨 説 明 し 、 お 客 樺 の 承 距 在 得 て 、 お 客 様 が 「 琶 消 捕 ち 」 態 で お 
待ち いただけ 君 哨 限 在 互 認 し 、 子 移 可 態 に 向け て で 盟 力 する る こと が 訓 中 ます 。 ( 届 下 
「 ウ ェ イ ティ ング 登録 」 と いい いま す 。) その 際 、「 牛 込 書 」「 ペ スト ゼ セレ フシ ョ ン ギ コート 符 」 の の 
提出 を 中 し 受け ます 。 当 社 は 子 約 が 完了 し た 場合 速やか に その 旨 を 通知 し ます 。 こ の 
時 点 で 軸 約 加 成 立 と り ます 。 た だ し 、 当社 が モ の 予約 可能 通知 の 前 に 媒 加 様 が から 
「 ウ ェ イ ティ ング 登録] の 解除 中 時 出 が あっ た 場合 、 又 は お 待 互 頂 ば る る 期限 ま 全 に 千 果 
と し て 予約 が 下 可 能 な 場合 は 当社 は 「 ペ スト セレ ワウ ショ ニン ギ コト 券 ] を 返 選 し ます 。 な 
お 、「 ウ ェ イ ティ ング 登録 ] は 予約 中 完 了 在 保証 する も の で は 協 り ませ 貞 。 





お 申し 込み の 際 に は 、 詳 し い 国 内 黄 集 型 企画 旅行 未 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 
- 只 認 の つえ お 甲 し 込み くだ さい 。 


4. 通 信吾 約 
当社 藤 は 当社 の 幕 集 型 企 画 餅 行 を 当社 を 代理 し て 販売 する る 康 社 が 理 所 する フレ ジッ 
トカ ー ド 会 社 出し 下 [ 提 携 会 社 ] と いし いい ます 。) の カー ド 会 員 ( 下 『 会 員 ] と いし じい ます 。) よ 
所 定 の 伝 球 の [会 員 ] の 署名 な くし て の 族 行 代 普 等 の お 一 拓 も しい 左 受け きこ ど と を 拉 
性 に | 電話 、 郵 恒 、 フ テ ッ シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる 」 串 し 込み 存 受 
ける 場合 が あり ます 。 (受託 訪 行 業者 に より 当 談 取 扱 が 出来 な いしい 場合 が あり ます 。 ま た 
麗 可 能 厩 カー ド の の 種 須 も 受 竹 衣 行 琶 埋 に より 異な り ま す 。 所 定 の 伝票 に 革 員 の 署 
を し いた だ き ウ フレ ジット カー ド で お 支払 いし いい た だ く 胡 約 は 通 何 抹 約 に は 評 当 せ ず 、 通 誤 の 
藤 抹 胡 約 と 直り ます 。) 

5. 放 行 代 人 の お 支払 い 
に AS 5 日 前 まで に お 支払 いく だ さい 。 

旅行 僅 に 吉 ま れる 

@ 放 生日 生 に 明示 し た 運送 関 の 電 科 在 ( 注 和 の な いか が ぎり エコ アメ ミ ー フ ラス ) 、 宿 
泊 費 食事 代 下 びび 消 融 税 矢 諸税 。 

棋 滞 球 思 が 同行 する コー スズ で は ほ は. この 他 に 涼 乗 周 揚 理 . 団 価 行 動 に 認 要 な 忠 付 直 昔 再 寺 ま 


青 。 
上 記 史 語 融 用 は . お 客 様 の の 部 冶 に より 、 一 本 刊 用 され な く て も 拓 戻 し いた し ませ ん 。 
(行程 に 音 ま れ な し 1 記 通 費 刺 中 請 費 用 走 げ 個 上 的 理 用 は 香 必 ませ 丘 ) 

6. 刀 客 様 か が ら の の 旅行 青 約 の 艇 際 (旅行 開 婦 前 } 
お 客 様 は いつ で も 次 に 定め る 取 遵 笠 ( お 一 人 様 に つき }) を お 宮 払 いた だ いて 、 譜 行 梨 
記 解除 する こと が で きま す 。 こ の 合 . 茎 に 収受 し て し ! 古 評 行 代 重 (副食 い は 申込 符 ) 
が ら 所 定 の 取消 笠 在 開 し 引き 払い 戻し いた し ます 。 申 込 人 並 の み で 陳 消 料 が ま か が な 葉 な 
し 1 と 寺 は .〒 の 定 友 訓 し 受け ます 。 ( 屋 お 、 表 で いう 取 滑 日 と は 、 お お客 様 が 当社 玉 ぜ 旅 
行 業 法 で 赴 定 され た 「 要 罰 堂 迷 所 』[[ 下 『 当 社 王 」 と いし いい ます 。] の それ ぞ れ の 営業 日 、 
営業 時 間 内 に 也 酒 する る 此 友 お 店 し 出 い た だ いた 晴 を 基準 と し ます 。1 


( イ }) 入 泊 プ ヨ っ [PD3 和 37 の き うと) | 提 5 き 
2021 生 ーー モーーー 日 カ ら 直 REG ュ B 





※ 当 圭 ま た は サー ビュ 揚 但 根 間 に 対し 、 奄 折 当 日 の 13 時 まで に ご ご 運 緒 が 
門 く 軍 折 され な が かっ に だ 苦 埋 、 庫 連 諸 本 疲 回 どじ し て 提 行 せ て ] 樹 寺 車 す 。 


拉 伯 要 柚 を 利用 する 上 行 に つい て は .、 左 記 呈 宜 に よら ず . コー スペ パー ジテ 
内 に 記載 する 取 翌 笠 に 還 り ます 。 

事 当 社 の 責任 と な ら な しい 吾 種 ロー の 取 質 上 の 事由 に 拓 づ づき ぎ 、 展 政 潜 に 
な 各 坦 冶 包 上 記 取 消 利 春 お 到 反 いた だ 寺 諸 本 。 

裕 事 寄 様 の ご 都 苔 に よ 計 出発 日 弄 よ げ コ ー ユ 四 更 、 運 居 、 宿 泊 問 等 行 軽 中 誠一 部 
の 変 に つい て も 入信 に 対す る る 圭 取 消 ご みな し 、 取 潜 料 切 対 箇 ど なり ます 。 

ア . お 客 様 の 貢 任 

(1}1 お 客 様 の 故意 束 は 過 挟 に より 当社 が 摺 害 友 赴 っ た と 寺 は 、 当 琉 お 客 様 は 揚 害 在 剛 
侍 し な けれ ば な けり ませ か ル 。 ' 「 

(は) お客 様 は 当社 が ら 提 供 さ れ 避 情報 記 活 用 し . お客様 想 権 利 : 寺 策 〒 の 他 飲 行 表 約 
の 内 容 に つい て 理 評 す る よ コ に 下 ゆ け れ ば な り ま せん 。 

(3) お 客 様 は 、 旅行 開 中 後に 圧 約 書面 に 記 寺 さ れ た 旅行 サー ビス に つい で て 、 記 軒 内 容 
眠 異な る も の と 認 語 し た と き は 、 請 行 地 に お いて 達 や が か に 当社 。 台 は 請 行 サー ビス 
己 供 者 に その 旨 電 率 し 出 な けれ ば な り ま せ ル 。 

BB. 特 列 縛 健 
当社 は 、 当 社 の 責任 が 生じ る か が 舌 が か 友 賠 わ ず 、 国 内 募 晶 型 企画 旅行 約 寺 の 特別 縛 償 
赴 程 で 定め る と ころ に より . 選 客 様 が 旅行 博 加 中 に 晶 誤 むつ 偶 器 在外 来 中 事 赤 に 
よっ て その 生命 . 身 体 叉 は 手 育 物 の 上 に 披 っ た 一 定 の 摘 害 に つい て 、 お あら か じ め 定 
ゆめ 合名 の 補 企 合馬 げ 見 舞 倫 在 去 払い いま すす 。 

9. 其 準 央 日 
この 衣 行 夫 件 は 、3031 年 10 月 1 日 現存 看 準 と し て いま ます 。 
また 、 旅 行 代 倫 ほ 2021 年 10 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 ・ 規 則 を 捧 準 と し て し いま す 。 


誠 配 * Ma So お 客 様 が 半 顎 : 料 理 ・ そ の 他 の サー ビス 等 を 追加 され た 場合 は 、 
県 則 と し の 計 拉 が 課 せら ます の で ご 了承 くだ さい 1。 





旅行 企画 ・ 実 区 
近畿 日 本 ツー リス ト 株 式 会 社 
近畿 日 本 ツー リス ト 株 式 会 社 
課 光 庁 長 宮 登 録 訪 行 業 第 2053 旨 一般 社 国法 上 日 李 誠 行 垂 協 正伝 中 

〒15 ロ 3-D24 加計 郡 新選 区 西新 奏 み 5-1 所 靖 尾 友 ビ ル 4 ロ 0F (出品 芋 丁 セン 琶 一 ) 


で ボ っ F 操 証 会 員 | 本 


su 崩 物 栓 和 の ご 案内 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
隊 香 中 和 選 か ら は さつま いも な ど 一 莉 の 四条 の 持ち 矢 が 更 精 れ て いま す 。 





- 要 し て ER た に 選 く た u、 お 秋 理 ご 自身 で 回 細 を 
か けら 相 示 本 よ うお すす pL い に し ます 。 


旅行 業務 取扱 管理 者 と は . お客様 の 
旅行 を 取 扱 う 取 引 の 責任 者 で す 。 こ 
の 請 行 約 に 関し 、 担 当 考 か ら の 説 
明 に ご 不明 な 記 が あれ ば . 旅 行 業務 
取 表 代理 者 に ご 臣 問 くだ さい 。 


固 人 情報 の 販 け い に つい て 


ij 近 衣 日 本 ザー リロ ネス 上 式 忘 会 社 (以下 [当社 1) お よび ご 旅行 を お 申し 込み いた だ いた 腕 託 用 行 
届 者 CE! 下 [ 晴 共 牛 ])】 は 、 衣 行 四 和 必 本 際 に ご 提出 いた だ も 1 た 個人 情報 に つい て 、 お 客 欄 と 
WW 末 絡 天 運 衣 ・ 座 折 概 剛 凌 中 手配 の た ゆ に 利用 きせ て いた だ く ほ か が 、 品 要 な 輸 囲 肉 に お し 1 
て 当 庄 馬 開 舌 に 椿 任 いた し ます 。 

当社 、 当 社 の ゲル ー プ 正 業 答 、 央 店 お およげ 当社 が 旨 質 す 選 企業 が 取り 扱う 本 品 、 サ ー ビ エ 
に 関す る 情報 万 お 客 様 に 提供 させ て い に た だ く こ と が おり 下す 。 


3 上 記 の ほか が 、 当社 の 個人 情報 取り 投 い に 関す 富 方 針 に つい て は ば は. 当社 の 店 合 事 た は ホー ム 
パージ で ご 確認 くだ さ し 1。 

は 当社 は お 密 様 の お 敵 物 等 の 埋 杏 の た め 、DF5( 発 税 牛 ) に 吉 上 デー タダ 吾 埋 子 的 方 活 等 相 証 装 
すず 名 こと に よっ て 授 供 いた し ます 。 媒 客 様 の ご 性 所 ・ ご 和 用 形 枝 の 詳細 情報 に つい て は 理 供 
し て いい ませ せ 所 の で 、 ご 利用 当日 に 「 ギ ャ ラロ アデ 釧 則 byDFS に お お 申し出 くだ ささ いい 。 な お 、 こ れ ら 
mm 更 買 到 … の 還 上 4 デー ダ タダ の 援 難 の 恒 止 を 希望 され 台場 告 は 下記 の 過半 い 合わ せ 宮 口 更 で 
表 申 し くだ さ L!。 








新しい 旅 の エチ ケッ ト 
ー 染 リス ク を 避け て 安心 で 楽し い 旅行 
ひと 9 一 人 の 協力 が 、 み ん な の 楽し い 旅 を 守り ます , 
謝 行 連結 倫 牙 力 国 土 語 通 者 ・ 界 欧 庁 
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